
 太白区民まつり２０２６に参加しました 

 

令和８年１０月１８日（日） 

仙台市太白障害者福祉センター 

 

 令和８年１０月１８日（日）、太白区民まつり２０２６に参加しました。 

 当日は過ごしやすい天気で、当センターのテントへ多くの方にお越しいただきました。 

 当センターでは、センター紹介のパンフレットと災害食の配布、車いすに乗った状態での

「バッゴー体験」を行いました。災害食は非常時に水やお湯を使って食べられる白がゆ等

で、テントへ来ていただいた方に福祉避難所の紹介をしながらお配りしました。 

９時半のおまつり開始早々から「バッゴーってなに？」と興味を持ってくれる子どもがい

たり、その様子を見て「バッゴーを体験してみたい！」と順番待ちする親子連れの方がいた

りと、一日を通して２０３名の方が来場されました。今回は、昨年に引き続き車いすに乗っ

て体験を行うことで、目線の高さや力の入れ方の違いを体験していただきました。子どもだ

けではなく大人の方も体験していただき、体力の維持や運動促進のきっかけになったかと思

います。今回の体験が障害のある方の生活を考える一つのきっかけとなれば幸いです。 

バッゴーという、年齢や障害の有無を問わずに、誰でも楽しむことができるスポーツを知

らない方も多く、初めての体験に笑顔が溢れ、楽しまれている姿が印象的でした。 

また、体験された方にセンターの紹介を行ったところ「今度センターにも行ってみま

す。」と言って下さる方もいました。 

区民まつりに参加し、障害者福祉センターの活動を知っていただくこと、関心を持ってい

ただくことで地域と繋がりを強くすることが大事であると感じました。 

 


